
日
本
国
政
府
は
国
連
総
会
で
採

択
さ
れ
て
い
た
「
障
害
者
権
利

条
約
」
に
批
准
し
た
こ
と
に
よ
り
、
福

祉
・
教
育
・
雇
用
・
地
域
生
活
・
政
治

参
加
な
ど
様
々
な
分
野
で
、
障
が
い
に

基
づ
く
差
別
を
禁
止
し
、
平
等
を
促
進

す
る
立
法
措
置
な
ど
の
推
進
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

町
に
お
い
て
も
、
平
成
24
年
度
か
ら

平
成
26
年
度
ま
で
の
３
カ
年
計
画
で
あ

る
「
幕
別
町
障
が
い
者
福
祉
計
画
」・「
第

３
期
幕
別
町
障
が
い
福
祉
計
画
」
が
策

定
さ
れ
実
施
中
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の

３
カ
年
計
画
で
あ
る
「
第
４
期
計
画
」

の
策
定
を
開
始
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
「
第
３
期
計
画
」
の
実
施
状
況
に
つ

い
て

①
相
談
支
援
体
制
の
強
化
は
。

②
居
宅
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

状
況
は
。

③
障
害
支
援
区
分
認
定
の
認
定
結
果
や

審
査
会
へ
の
支
援
状
況
は
。

④
施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行

状
況
は
。

⑤
福
祉
施
設
利
用
者
の
一
般
就
労
へ
の

移
行
状
況
は
。

(2)
「
第
４
期
計
画
」
の
策
定
に
向
け
て

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
の
軽
減

や
、
医
療
費
・
交
通
費
助
成
を
拡
大
し

て
い
く
考
え
は
。

②
町
の
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向

け
て
の
考
え
は
。

③
「
障
害
区
分
認
定
調
査
の
廃
止
」
、「
介

護
保
険
優
先
原
則
の
廃
止
」
を
国
に
求

め
て
い
く
考
え
は
。

(1)
①
相
談
支
援
事
業
所
に
つ

い
て
は
平
成
23
年
度
の
２
カ
所
か
ら
、

現
在
は
、
町
担
当
窓
口
を
は
じ
め
、
町

内
の
相
談
支
援
事
業
所
４
カ
所
と
十
勝

障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
合

計
６
カ
所
に
増
加
し
て
い
る
。
加
え
て
、

「
幕
別
町
自
立
支
援
協
議
会
」
の
相
談

支
援
部
会
を
毎
月
開
催
し
、
よ
り
的
確

な
相
談
支
援
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

る
。

②
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
増

加
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
な
ど
に

伴
い
、
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
や
日
中
活
動

系
サ
ー
ビ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

の
利
用
実
績
が
伸
び
て
お
り
、
基
盤
整

備
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

③
認
定
審
査
は
、
80
の
調
査
項
目
と
精

神
障
が
い
の
機
能
評
価
や
身
体
の
麻
痺

状
況
に
よ
る
第
１
次
判
定
の
結
果
と
特

記
事
項
、
主
治
医
意
見
書
に
基
づ
き
審

査
を
行
い
、
第
２
次
判
定
と
し
て
「
障

害
支
援
区
分
」
の
認
定
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
認
定
審
査
会
は

月
１
回
の
開
催
で
、
審
査
会
委
員
と
の

連
絡
調
整
に
配
意
し
、
適
正
に
運
営
し

て
い
る
。

④
現
計
画
は
計
画
時
の
施
設
入
所
者
72

人
を
26
年
度
末
ま
で
に
63
人
と
す
る
計

画
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
61
人
で
あ
り
、

既
に
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。

⑤
本
町
で
は
、
就
労
移
行
支
援
事
業
や

就
労
継
続
支
援
事
業
、
職
場
体
験
事
業

な
ど
を
通
じ
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

一
般
就
労
へ
の
移
行
を
目
指
し
て
い
る

が
、
目
標
値
の
12
人
に
対
し
、
平
成
25

年
度
末
ま
で
に
10
人
が
移
行
し
た
。

(2)
①
本
町
で
は
地
域
生
活
支
援
事
業
の

利
用
者
負
担
を
１
０
０
分
の
５
に
軽
減

し
て
い
る
。
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
医
療

給
付
事
業
と
連
携
し
実
施
し
て
い
る
。

交
通
費
の
助
成
に
つ
い
て
、
腎
臓
機
能

障
が
い
者
や
特
定
疾
患
患
者
等
の
通
院

な
ど
に
対
し
て
助
成
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
現
行
制
度
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
を
基
本
に
考
え
て
い
る
。

②
新
た
に
整
備
す
る
公
共
施
設
に
つ
い

て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
す

べ
て
の
人
が
利
用
し
や
す
い
）
の
視
点

に
立
っ
た
整
備
に
努
め
て
お
り
、
建
設

中
の
新
庁
舎
も
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

の
多
機
能
ト
イ
レ
の
配
置
を
は
じ
め
、

通
路
も
車
い
す
対
応
に
配
慮
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
年
度
改
修
予
定
の
あ
か
し

や
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

③
所
要
の
見
直
し
が
さ
れ
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
、
今
後
の
国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。 

 
 

答問
「
自
立
・
社
会
参
加
・
共
生
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、

各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
る

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
に

■ 一 般 質 問 ■ 

⓭

問

谷口　和弥
　　　　　　　議員
（日本共産党
　幕別町議員団）

町
　
長

バリアフリー化を図る

あかしや南近隣センター


